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(57)【要約】
【課題】本発明は、無動力冷却型太陽電池板に関し、冷
却板内部の流路で加熱された空気の上昇による自然冷却
を行い、別途の動力消耗なしで太陽電池板の温度を効率
的な電力生産が可能な温度に維持させ得る無動力冷却型
太陽電池板を提供することを目的とする。
【解決手段】前記目的を達成するための本発明の太陽電
池板は、太陽光を電気エネルギーに変換させる太陽電池
が備えられた電池板；及び前記電池板の背面部に熱伝逹
が可能になるように直接又は間接的に接して設置され、
内部に上下方向に長く形成され、上端と下端が外気と連
通した冷却空気流路が備えられた冷却板；を含んで構成
される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
太陽光を電気エネルギーに変換させる太陽電池が備えられた電池板；及び
前記電池板の背面部に熱伝逹が可能になるように直接又は間接的に接して設置され、内部
に上下方向に長く形成され、且つ上端と下端が外気と連通した冷却空気流路が備えられた
冷却板；を含み、
前記冷却板には、前記冷却空気流路と区画され、内部に冷媒が収容される第１の冷媒収容
室及び第２の冷媒収容室が備えられ、前記第１の冷媒収容室及び第２の冷媒収容室は、蒸
発された冷媒が移動する第１の管路及び凝縮された冷媒が移動する第２の管路を介して互
いに連結され、前記第１の冷媒収容室と第２の冷媒収容室との間の冷媒循環及び相変化に
よって冷却板の高温部の熱が低温部に移動し、
前記冷却板の冷却空気流路を挟んで前記電池板に向かう側に前記第１の冷媒収容室が備え
られ、その反対側に前記第２の冷媒収容室が備えられることを特徴とする、無動力冷却型
太陽電池板。
【請求項２】
前記冷却板は、長さ方向に沿って均一な断面形状を有することを特徴とする、請求項１に
記載の無動力冷却型太陽電池板。
【請求項３】
前記冷却板の冷却空気流路の内部には、複数の区画された流路を形成する隔壁が備えられ
ることを特徴とする、請求項１に記載の無動力冷却型太陽電池板。
【請求項４】
前記冷媒は、水より沸点の低い流体であることを特徴とする、請求項３に記載の無動力冷
却型太陽電池板。
【請求項５】
前記冷却板の冷却空気流路の内部には放熱フィンが形成されることを特徴とする、請求項
１から請求項４のいずれか１項に記載の無動力冷却型太陽電池板。
 
　
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、太陽電池板に関し、より詳細には、別途の動力消耗なしで自然に効率的な冷却
が行われることによって、高温条件下でも効率的な電力生産が可能な無動力冷却型太陽電
池板に関する。
【背景技術】
【０００２】
代替エネルギーと清浄エネルギーに対する関心が増大するにつれて、ほぼ無限定に提供さ
れる太陽光を用いて電力を生産する太陽光発電に対する需要が急増している。
【０００３】
一般に、太陽光発電装置は、太陽光を電気に変換させる多数の太陽電池が集積された太陽
電池板と、発生した電気を貯蔵する蓄電池と、蓄電電力を電流／電圧に変換させる電力変
換装置とを備えており、太陽光を電気エネルギーに直接変換させて電力として使用できる
ようにする。
【０００４】
このような太陽光発電装置においては、太陽電池板の発電効率が最も重要である。太陽電
池板の発電効率は太陽光の入射量に比例する。すなわち、太陽電池板は、日照時間が長く
、且つ太陽光の入射方向と垂直をなすときに効率的な発電を行うことができる。太陽電池
板の発電効率に大きな影響を及ぼす他の主要因子は温度である。周辺温度が高くなるほど
、太陽電池板の発電効率は急激に低下する。
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【０００５】
前記のような理由により、太陽の日照量及び入射角の面で条件が優れた夏期に却って発電
効率が低下し、十分な電気生産がなされておらず、赤道地域や砂漠などの他の条件が優れ
た地域での太陽光発電の効果的な利用が阻害されている。
【０００６】
前記の高温条件下での発電効率の低下を防止するためには太陽電池板の冷却が必要である
が、従来の通常の冷却装置は、冷却駆動にエネルギーを消耗するので、発電効率の増加を
却って阻害するという問題を有していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１２７３２８号
【特許文献２】特開２０００－１１４５７４号
【特許文献３】特開平０９－２６６３２４号
【特許文献４】韓国特許公開第１０－２０１０－００７３０８３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明は、上述した問題を解決するためのもので、冷却板内部の流路で加熱された空気の
上昇による自然冷却を行い、別途の動力消耗なしで太陽電池板の温度を効率的な電力生産
が可能な温度に維持させ得る無動力冷却型太陽電池板を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
前記のような目的を達成するための本発明は、太陽光を電気エネルギーに変換させる太陽
電池が備えられた電池板；前記電池板の背面部に熱伝逹が可能になるように直接又は間接
的に接して設置され、内部に上下方向に長く形成され、且つ上端と下端が外気と連通した
冷却空気流路が備えられた冷却板；を含む無動力冷却型太陽電池板を提供する。
【００１０】
前記のような本発明の太陽電池板において、前記冷却板は、押出成形が可能になるように
長さ方向に沿って均一な断面形状を有することが望ましい。また、前記冷却板の冷却空気
流路の内部には、複数の区画された流路を形成する隔壁が備えられることが望ましい。
【００１１】
そして、前記冷却板には、前記冷却空気流路と区画され、内部に冷媒が収容される第１の
冷媒収容室及び第２の冷媒収容室が備えられ、前記第１の冷媒収容室及び第２の冷媒収容
室は、蒸発された冷媒が移動する第１の管路及び凝縮された冷媒が移動する第２の管路を
介して互いに連結され、前記第１の冷媒収容室と第２の冷媒収容室との間の冷媒循環及び
相変化によって冷却板の高温部の熱が低温部に移動する構造からなることもある。この場
合、前記冷媒は、水より沸点の低い流体であることが望ましい。より望ましくは、前記冷
却板の冷却空気流路を挟んで前記電池板に向かう側に前記第１の冷媒収容室を備え、その
反対側に前記第２の冷媒収容室を備えることができる。
【００１２】
前記冷却板の冷却空気流路の内部には放熱フィンを形成することができる。また、前記冷
却板は、多数の放熱フィンが形成された本体と、前記放熱フィンの外側端に接するように
結合された蓋とからなることもあり、板状の本体と、この本体と結合され、内部に前記冷
却空気流路を形成するチャンネル状の断面を有する蓋とからなることもある。
【発明の効果】
【００１３】
前記のような本発明によると、次のような効果がある。
【００１４】
（１）冷却板に形成された冷却空気流路の内部に熱伝達による持続的な空気流動を形成し
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、別途の動力源がない場合にも電池板の熱を冷却板を介して迅速に放出することによって
、冷却のための動力消耗なしで電池板の温度を低く維持させ、太陽電池板の電力生産効率
を向上させることができる。
【００１５】
（２）冷却板に形成された第１の冷媒収容室と第２の冷媒収容室との間に循環される冷媒
の相変化を通して高温部の熱を低温部に迅速に伝達することによって、電池板の熱が冷却
板の一部に集中せず全体に均一且つ迅速に伝達され、冷却板による電池板の冷却がさらに
促進され、その結果、太陽電池板の電力生産効率をさらに向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る無動力冷却型太陽電池板の第１の実施例を示した斜視図である。
【図２】第１の実施例の太陽電池板における冷却板の内部構成を示した断面図である。
【図３】本発明に係る無動力冷却型太陽電池板の第２の実施例を示した斜視図である。
【図４】第２の実施例の太陽電池板における冷却板の内部構成を示した断面図である。
【図５】第１の実施例の太陽電池板における冷却板の多様な構成を示した平断面図である
。
【図６】第１の実施例の太陽電池板における冷却板の多様な構成を示した平断面図である
。
【図７】第１の実施例の太陽電池板における冷却板の多様な構成を示した平断面図である
。
【図８】第１の実施例の太陽電池板における冷却板の多様な構成を示した平断面図である
。
【図９】第１の実施例の太陽電池板における冷却板の多様な構成を示した平断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
上述した本発明の目的、特徴及び長所は、添付の図面と関連する次の実施例を通してより
明らかになるだろう。
【００１８】
以下の特定の構造及び機能的説明は、本発明の概念による実施例を説明するために例示さ
れたものに過ぎなく、本発明の概念による各実施例は、多様な形態で実施することができ
、本明細書で説明した各実施例に限定されるものと解釈してはならない。
【００１９】
本発明の概念による実施例は、多様な変更を加えることができ、多様な形態を有し得るの
で、特定の実施例は、図面に例示して本明細書において詳細に説明する。しかし、これは
、本発明の概念による各実施例を特定の開示形態に限定するものではなく、本発明の思想
及び技術範囲に含まれる全ての変更物、均等物及び代替物を含むものと理解しなければな
らない。
【００２０】
"第１及び／又は第２"などの用語は、多様な構成要素を説明するために使用できるが、前
記各構成要素が前記各用語に限定されることはない。前記各用語は、一つの構成要素を他
の構成要素から区別する目的のみで、例えば、本発明の概念による権利範囲から離脱しな
い状態で、第１の構成要素は第２の構成要素と命名することができ、同様に、第２の構成
要素は第１の構成要素と命名することができる。
【００２１】
何れかの構成要素が他の構成要素に"連結されて"いるか"接続されて"いると言及したとき
は、その他の構成要素に直接連結されているか又は接続されている場合もあるが、中間に
他の構成要素が存在する場合もあると理解しなければならない。その一方、何れかの構成
要素が他の構成要素に"直接連結されて"いるか又は"直接接続されて"いると言及したとき
は、中間に他の構成要素が存在しないと理解しなければならない。各構成要素間の関係を
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説明するための他の表現、すなわち、"～間に"と"直ぐ～間に"又は"～に隣接する"と"～
に直接隣接する"などの表現も同様に解釈しなければならない。
【００２２】
本明細書で使用する用語は、特定の実施例を説明するために使用されたものに過ぎなく、
本発明を限定する意図を有するものではない。単数の表現は、文脈上、明らかに異なる意
味を有さない限り、複数の表現を含む。本明細書において"含む"又は"有する"などの用語
は、実施された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部分品又はこれらを組み合わせたも
のが存在することを指定するものであって、一つ又はそれ以上の他の特徴、数字、段階、
動作、構成要素、部分品又はこれらを組み合わせたものなどの存在又は付加可能性を予め
排除しないものと理解しなければならない。
【００２３】
異なる意味として定義されない限り、技術的又は科学的な用語を含ませて、ここで使用さ
れる全ての用語は、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者によって一般的に理
解されるものと同一の意味を有している。一般に使用される事前に定義されてい意味を有
する各用語は、関連技術の文脈上の意味と一致する意味を有するものと解釈しなければな
らなく、本明細書において明らかに定義しない限り、理想的又は過度に形式的な意味に解
釈されることはない。
【００２４】
以下、添付の図面を参照して本発明の望ましい実施例を説明することによって、本発明を
詳細に説明する。各図面に提示した同一の参照符号は同一の部材を示す。
【００２５】
図１は、本発明に係る無動力冷却型太陽電池板の第１の実施例を示した斜視図で、図２は
、図１に示した太陽電池板における冷却板の内部構成を示した断面図である。
【００２６】
図１及び図２に示したように、本発明の太陽電池板において、電池板１１０と冷却板１２
０は、互いに熱伝逹が可能になるように直接又は間接的に接して結合された構造を有する
。ここで、"間接的に"接することは、両者が互いに直接当接してはいないが、金属板など
の熱伝逹部材、熱伝導グリースなどの熱伝逹媒体などを介して熱伝逹が可能になるように
接する場合を全て含ませて通称するものである。
【００２７】
前記電池板１１０は、通常の太陽電池板のように多数の太陽電池が配列されたものであっ
て、通常、前記太陽電池は、使用者が必要とする電圧及び電流を発生させるように互いに
直／並列に連結された薄膜モジュールの形態で備えられ、この太陽電池モジュールを内部
に収容して保護できるように、ガラス基板からなるフレームが備えられる。
【００２８】
前記冷却板１２０は、前記電池板１１０の背面部に接して設置され、冷却のみならず機械
的強度を向上させるように電池板１１０に直接結合されることが望ましい。
【００２９】
前記冷却板１２０は、前記電池板１１０に対応する規格の板状からなり、内部には上下方
向に配置される冷却空気流路１２１が形成される。前記冷却空気流路１２１は、外部の空
気が下部に流入してから上部に排出されるように、すなわち、煙突のように機能できるよ
うに、上部と下部両端が開放され、下端には流入口１２４が、上端には排出口１２３が備
えられる。前記冷却空気流路１２１は、単一通路の形態で形成することもできるが、上下
方向に長く形成された隔壁１２２によって多数に分割され、各冷却空気流路１２１が上下
に長い流路をなすようにすることが望ましい。このような上下に長い流路の形態は、煙突
効果によって自然な上向きの空気の流れを形成し、冷却効果を高めるのに有用である。
【００３０】
また、前記冷却板１２０は、熱伝導性が高いとともに、なるべく軽い素材、例えば、アル
ミニウム素材からなることが望ましく、押出成形を通して大量生産が容易に行われるよう
に、横方向断面形状が縦方向に沿って同一の形態を有することが望ましい。
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【００３１】
前記のように構成された本発明の太陽電池板１１０は、前記電池板１１０が太陽に向かい
、前記冷却板１２０がその反対側に向かうように設置され、太陽光によって加熱される電
池板１１０の熱を前記冷却板１２０を介して外部に放出することによって、電池板１１０
の冷却が行われる。
【００３２】
すなわち、前記電池板１１０の熱が冷却板１２０に伝達されると、冷却空気流路１２１内
部の空気が加熱されて上部に移動し、この空気は、冷却板１２０上部の排出口１２３を介
して外部に放出され、排出口１２３を介して抜け出る分だけ下部の流入口１２４を介して
外部の空気が流入し、冷却空気流路１２１の内部に持続的な空気の上向きの流動が形成さ
れる。
【００３３】
これによって、冷却空気流路１２１に流入してから排出される外部空気により、冷却板１
２０に吸収された熱が外部に迅速に放出され、電池板１１０の冷却を効率的に行うことが
できる。また、この過程で冷却のための動力が全く使用されないので、その分だけエネル
ギーを節減することができる。
【００３４】
一方、前記の冷却空気流路１２１のみならず、冷却板１２０の外部表面を介しても熱放出
を行うことができる。このような外部表面を介した熱放出を促進するために、図面には示
していないが、前記冷却板１２０の外部表面には熱交換面積を増加させる多数の放熱フィ
ンを備えることができる。
【００３５】
図３は、本発明に係る太陽電池板の第２の実施例を示した斜視図で、図４は、第２の実施
例における冷却板の内部構成を示した側断面図である。
【００３６】
図示した第２の実施例の太陽電池板も、互いに熱伝逹が可能になるように直接又は間接的
に接して結合された電池板１１０及び冷却板１２０を備えており、前記冷却板１２０の内
部には、隔壁１２２によって区画された多数の冷却空気流路１２１が上下方向に形成され
る。
【００３７】
これに加えて、前記冷却板１２０には、前記の冷却空気流路１２１及び互いに対して閉鎖
されるように区画された第１の冷媒収容室１３１及び第２の冷媒収容室１３２が備えられ
る。また、前記第１の冷媒収容室１３１と第２の冷媒収容室１３２は、第１の管路１４１
及び第２の管路１４２を介して互いに内部空間が連通するように連結される。
【００３８】
前記第１の冷媒収容室１３１及び第２の冷媒収容室１３２のうち一側は、冷却板１２０で
相対的に温度の高い部分に形成され、他側は、相対的に温度の低い部分に形成される。望
ましくは、前記第１の冷媒収容室１３１と第２の冷媒収容室１３２は、前記冷却空気流路
１２１を挟んで互いに反対側に位置する。図示した実施例では、太陽光によって加熱され
て相対的に温度の高い電池板１１０に向かう部分に第１の冷媒収容室１３１が形成され、
相対的に温度の低い電池板１１０の反対側部分に第２の冷媒収容室１３２が形成された場
合を例示した。
【００３９】
前記第１の冷媒収容室１３１と第２の冷媒収容室１３２に収容される冷媒としては、相変
化による潜熱を用いて熱を移動させ得る多様な種類の流体を使用することができ、なるべ
く水より沸点の低い流体を使用することが望ましい。前記第１の冷媒収容室１３１と第２
の冷媒収容室１３２の内部は、なるべく低い空気圧力を有するように真空処理されること
が望ましく、太陽電池板が設置される場所の温度条件下でその内部の空気圧力を調節し、
冷媒の沸点を変化させるように構成されることが望ましい。このために、図面には示して
いないが、前記第１の冷媒収容室１３１と第２の冷媒収容室１３２には、空気圧調節のた
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めのポンプを連結できるように管連結手段が備えられる。前記の連結手段は、別途に備え
ることもできるが、冷媒注入のために備えられたポートを共用で用いることもできる。
【００４０】
前記第１の管路１４１は、高温部で加熱されて蒸発された冷媒を低温部に移動させるもの
であって、図示した実施例の場合、相対的に高温である第１の冷媒収容室１３１で蒸発さ
れた冷媒を相対的に低温である第２の冷媒収容室１３２に移動させるように第１の冷媒収
容室１３１と第２の冷媒収容室１３２の上端部分に連結される。
【００４１】
前記第２の管路１４２は、低温部で凝縮された冷媒を高温部に移動させるものであって、
図示した実施例の場合、相対的に低温である第２の冷媒収容室１３２で凝縮された冷媒を
相対的に高温である第１の冷媒収容室１３１に移動させるように第１の冷媒収容室１３１
と第２の冷媒収容室１３２の下端部分に連結される。
【００４２】
前記のように構成された第２の実施例の太陽電池板１１０は、上述した第１の実施例と同
様に、冷却空気流路１２１を通過して流れる外部空気を通して熱を放出することによって
電池板１１０を冷却すると同時に、前記第１の冷媒収容室１３１と第２の冷媒収容室１３
２との間の冷媒循環及び相変化によって高温部の熱を低温部に移動させることによって冷
却板１２０の温度偏差を緩和させる。
【００４３】
すなわち、前記第１の冷媒収容室１３１では、太陽電池板１１０側から伝達された熱が冷
媒に吸収され、前記第２の冷媒収容室１３２では、冷媒の熱が前記冷却空気流路１２１及
び外部に放出される。第１の冷媒収容室１３１で加熱された冷媒は、蒸発された後、第１
の管路１４１を介して第２の冷媒収容室１３２に移動し、第２の冷媒収容室１３２で凝縮
されながら熱を放出する。また、冷媒の蒸発によって第１の冷媒収容室１３１の圧力が減
少する分だけ、第２の冷媒収容室１３２の液状冷媒が第２の管路１４２を介して第１の冷
媒収容室１３１に移動する。
【００４４】
前記のように第１の冷媒収容室１３１と第２の冷媒収容室１３２との間に冷媒が相変化し
ながら循環されるので、電池板１１０の熱が冷却板１２０全体に均一且つ迅速に伝達され
、冷却板による電池板１１０の冷却をより効率的に行えるようになる。
【００４５】
一方、上述した実施例の太陽電池板において、前記冷却板１２０の冷却空気流路１２１は
多様な構造及び方式からなり、その各例が図５ないし図９に示されている。
【００４６】
すなわち、前記冷却板１２０は、図５に示したように、四角形の断面形状の冷却空気流路
１２１が形成されるように押出加工された単一部材からなり（図１の実施例と類似する）
、広い面積の太陽電池板に適用される場合は、図６に示したように、複数の冷却板１２０
を電池板１１０に設置することができる。また、前記冷却板１２０は、図７に示したよう
に、図５に示した実施例と同一に押出加工された単一部材からなり、各冷却空気流路１２
１の内部に所定間隔で突出した放熱フィン１２５を備えることができる。
【００４７】
そして、前記冷却板１２０は、図８に示したように、多数の放熱フィン１２７が形成され
た通常のヒートシンク形態の本体１２６に板状の蓋１２８を前記放熱フィン１２７の外側
端に接するように結合し、各放熱フィン１２７間に冷却空気流路１２１を形成した構造か
らなり得る。また、図９に示したように、本体１２６に‘コ’字状の断面を有するチャン
ネル状の蓋１２９を結合し、各蓋１２９の内部に冷却空気流路１２１を形成した構造から
なり得る。この場合、前記本体１２６も、多数の放熱フィン１２７が備えられたヒートシ
ンク形態からなり得る。
【００４８】
前記のように、本発明における前記冷却板１２０の構成は、煙突効果による冷却促進がな
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されるように上下方向に長い冷却空気流路１２１を形成する多様な構造からなり得る。前
記冷却空気流路１２１の断面形状は、例示した四角形の他にも、多角形、円や楕円を始め
とする曲線図形の形態などの多様な形態からなり得る。
【００４９】
また、図面には示していないが、図５ないし図９に示した実施例の冷却板１２０も、第２
の実施例のように冷媒循環がなされるように、管路を介して互いに連結された第１の冷媒
収容室１３１と第２の冷媒収容室１３２が備えられた構造からなり得る。
【００５０】
以上説明した本発明は、上述した実施例及び添付の図面によって限定されるものではなく
、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲内で多様な置換、変形及び変更が可能であること
は、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者にとって明らかであろう。
【符号の説明】
【００５１】
１０　　冷媒
１１０　　電池板
１２０　　冷却板
１２１　　冷却空気流路
１２２　　隔壁
１２３　　排出口
１２４　　流入口
１２５、１２７　　放熱フィン
１２６　　本体
１２８、１２９　　蓋
１３１　　第１の冷媒収容室
１３２　　第２の冷媒収容室
１４１　　第１の管路
１４２　　第２の管路
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